
包括的口腔ケアの実践
第 5 回

前々回、前回と三上隆浩先生に「口腔機能向上マニ

ュアル（国診協版）」についてその内容を解説していた

だいた。今回は、国診協が平成20年度に作成した、口

腔機能低下予防のための「口腔ケアノート」について

説明する。

この「口腔ケアノート」は［国診協のホームページ

（http://www.kokushinkyo.or.jp/）の表紙→「トピック

ス」→　国診協作成「口腔ケアノート」の配布］をク

リックしていただければ閲覧でき、Ａ4サイズ（原寸）

と見開き（イメージ）をＰＤＦファイルでダウンロード

できるようになっている。なお、全体は 8ページ建て

となっている（64～65ページ参照）。

国診協が平成20年度、厚生労働省老人保健健康増進

等事業として行った「介護予防における口腔機能向上

プログラム提供の普及促進の効果的な手法に関する調

査研究」において、これまでの国診協調査事業の結果

を踏まえ、ケアマネジャーや施設介護職員等が必要と

している情報を整理し、現場で職員が活用したり、利

用者・家族に説明・提供したりできる口腔機能向上プ

ログラムの普及促進のためのツールを作成した。

１．「口腔機能向上プログラム｣の普及のために

はケアマネジャー等の関心の向上が必要

平成18年度より介護予防事業が開始され、さらに平

成19年度からは特定高齢者の選定条件が改訂された

が、「口腔機能向上プログラム」の実施状況は低調な

ままであった。

そこで、国診協では平成18年度と平成19年度に、

「口腔機能向上プログラム」の実施が低調な一つの要

因を探るための調査を行った。その結果、「口腔機能

向上プログラム」の普及が十分でないことの要因とし

ては、受け皿が少ない等の要因とともに、ケアマネジ

ャーや施設介護職員の関心度合いが低いことが明らか

になった。逆に言えば、関心度合いや認識度合いを高

めることで、ある程度の普及促進を図ることができる

と考えられた。

２．ケアマネジャー等が“理解しやすい”“使い

やすい”ツールの開発が課題

しかし、現場のケアマネジャーや施設介護職員から
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はじめに

口腔ケアノート作成の理由



今回のモデル事業で用いた説明用のパンフレットに

ついては、「統一的な説明ができてよい」等、全体的

には良い評価であったが、その内容や分量については

さまざまな要望が寄せられた。高齢者向けの文字の大

きさや分量といった物理的な課題のみならず、予防の

効果として、「楽しい」ことを伝えるのではなく、「○

○になってしまう」といった視点があったほうが、予

防に対するモチベーションが向上するのではないか、

という意見もあった。

口腔機能低下予防のための「口腔ケアノート」につ

いて説明した。「口腔ケアノート」（パンフレット）は

無償で配布しているので、ぜひご活用いただき、ご意

見、ご感想をお聞かせ願いたい。

〈国診協ホームページより〉

※数に限りがありますので、なくなり次第終了とさせ

ていただきます。

なお、配布にあたりましては

パンフレットは無償ですが、送料は次のとおりとなり

ます。

会員施設：無料

会員外：送料を負担いただきます（着払い）。

配布申込み手続き：

E-mailでの申込受付となります。

office@kokushinkyo.or.jp

次の事項をご記入のうえお申込みください。

件名：「口腔ケアノート」配布希望

本文：申込者（施設名）

送付先（郵便番号・住所・電話番号）

配布部数：配布部数：10部単位で 1施設100部

まで

※100部以上ご希望の場合は、事前にお問い合

わせください。
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は、「研修の機会が少ない」「利用者本人や家族に説明

するためのよいツールがない」等の声も聞かれた。つ

まり現状では、ケアマネジャーが「理解し」「説明す

る」ことに関する情報提供が量的にも質的にも不十分

であるということが考えられた。

３．歯科専門職以外の職種の口腔情報提供の有

用性に対する理解の向上が必要

さらに、「口腔機能向上プログラム」の普及のため

には、上記のケアマネジャーや施設介護職員のみなら

ず、高齢者に関わる多くの職種の理解が不可欠である。

実際、入院患者が在宅復帰をする際に、良好な栄養状

態の維持や誤嚥性肺炎等の予防に不可欠な口腔状態の

情報が多くの職種の間で共有されていることは少ない。

しかし、これらが共有されている場合には、誤嚥性肺

炎等が予防されているケースもある。

このように、ツールの開発等によりケアマネジャー

等の関心度の向上を図ると同時に、すでにあるしくみ、

たとえば、退院時カンファレンスやケア会議等に歯科

専門職が関わり、口腔情報を提供していくことも、ひ

いては「口腔機能向上プログラム」の普及に資する可

能性も高いと考えられた。

ケアマネジャーや施設の介護職員が、口腔機能向上

プログラムの必要性について、利用者本人やその家族

に対してうまく説明できない、という声があったこと

から、簡易なパンフレットの作成を試みた。その際、

口腔機能に関する自己チェックができるもの、同時に

予防効果を伝えられるものをめざして作成した。

しかし、利用者からの印象としては、内容について

は「わかりやすい」が58.1％、「むずかしい」が33.1％

と、内容的にはややむずかしかったものと思われる。

一方、分量については「多い」が35.8％、「適当」が

60.8％、「少ない」が0.0％であった。さらにこの点に

ついては、「字が多い」「絵があるとよい」等の感想も

寄せられており、ページ数や文字の分量等については

改善の余地が大きいことが明らかとなった。
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